
』

'

/

一
例
の
一
襲
正
事
っ
た
が
、
医
療
費
一
ば
来
月
か
ら
で
も
着
工
し
た
い
と
思
っ
一
書
さ
れ
、
置
が
交
さ
れ
た
。
必
要
で
あ
る
か
ら
と
い
う
責
毒
へ
数
条
例
問
題
は
、
議
会
の
良
識
と
豊
撃
を
と
ら
で
露
骨
護
主

一
と
件
数
の
器
有
本
年
度
税
率
引
上
一
て
い
る
。
一
私
は
削
減
す
る
根
拠
、
他
市
町
村
の
竺
た
。
そ
の
後
八
月
二
十
二
日
、
八
ヨ
ニ
の
要
素
ζ
ζ

に
警
積
ん
だ
の
で
あ
一
し
〈
明
る
/
斗
行
な
わ
れ
る
よ
っ
漣
聖

一
げ
の
や
む
な
き
に
い
た
り
、
塁
手
一
以
上
い
ろ
い
ろ
と
申
上
げ
た
が
、
三
還
を
質
問
さ
れ
次

2つ
に
述
。
へ
だ
一
主
百
の
震
政
懇
談
会
を
開
い
た
次
一
っ
て
、
、
お
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。
展
開
す
る
乙
と
を
雲
せ
た
。
ζ

の
ζ

一
解
役
い
た
だ
芝
い
と
思
う
。
や
私
達
、
当
面
の
現
実
と
そ
れ
に
伴
一
「
合
併
時
の
定
教
が
現
在
再
編
成
さ
れ
一
第
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
今
固
定
一
一
と
は
ほ
ん
と
つ
に
大
切
で
あ
る
、
躍

一

な

を

庁

舎

高

営

グ

ラ

ン

ド

は

現

在

娘

一

ぅ

菜

園

を

え

が

患

が

ら

、

さ

わ

や

一

る

時

期

に

入

っ

て

お

る

こ

と

、

こ

れ

は

一

一

村

議

禁

号

、

在

京

き

れ

一
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
依
頼
し
て
、
調
一
定
憲
章
へ
る
に
至
三
一
住
民
多
数
袋
署
あ
る
こ
と
、
定
数
一
三
、
有
権
者
が
つ
く
る
正
し
い
選
挙
一
ば
、
害
警
選
挙
も
限
っ
て
き
ヤ

一

襲

撃

や

っ

て

も

ら

つ

で

す

、

そ

一

い

よ

い

よ

こ

こ

で

喜

四

年

に

一

度

一

の

限

界

は

あ

る

が

、

そ

れ

が

民

主

主

義

一

一

く

と

は

風

は

れ

な

い

き

で

あ

る

。

私

一

一

一
の
震
に
よ
っ
て
方
言
き
め
て
ゆ
き
一
の
、
町
議
選
に
富
し
て
い
る
こ
と
を
一
運
営
、
能
率
的
運
営
に
支
障
が
な
け
さ
て
こ
毛
、
い
よ
い
よ
私
護
送
一
言
、
定
額
警
一
目
的
が
達
成
さ
れ
一
護
軍
や
き
ょ
う
用
意
強
要
そ
一

一
た
い
。
た
だ
グ
ラ
ン
ド
の
方
は
で
き
れ
一
由
学
る
。
一
れ
ば
削
減
は
差
支
え
な
い
こ
と
、
経
費
一
挙
に
富
ず
る
。
そ
の
前
に
告
と
一
た
と
い
う
ζ
と
で
な
く
、
む
し
ろ
と
の
一
の
智
会
ろ
の
震
を
断
ち
切
る
勇
一

一

リ

4

一
の
節
約
に
な
る
こ
と
な
ど
で
、
な
お
私
一
議
会
と
の
関
信
つ
い
て
、
手
ふ
れ
一
言
来
る
ぺ
量
を
如
何
に
手
レ
〈
一
気
毒
た
な
詰
ば
な
左
い
。
章
一

一

二

、

定

数

削

減

の

条

停

き

ま

る

一

自

身

個

別

的

に

町

内

謀

者

の

意

見

を

一

τみ
た
い
。
法
的
に
は
地
方
自
治
法
で
一
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
と
い
う
と
と
一
物
で
一
貿
っ
た
選
者
、
必
ず
や
金
喜
一

一
八
月
百
臨
時
議
会
が
開
か
れ
た
。
常
て
で
、
総
務
常
任
委
員
会
に
付
帯
て
一
き
い
て
お
る
が
、
定
数
削
減
に
は
殆
ん
一
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
政
治
的
社
会
的
一
重
要
で
あ
る
つ
と
い
毒
装
一
誌
で
売
る
政
治
に
つ
な
が
る
。
有
警
は
一

一
任
委
員
長
習
の
番
号
よ
る
、
一
審
議
す
る
こ
と
こ
な
っ

2

一
と
が
商
号
て
お
り
、
警
員
一
義
は
え
な
も
の
で
君
品
。
一
あ
っ
た
む
何
れ
ま
意
思
で
あ
一
含
そ
そ
の
賢
一
著
書
、
英
一

一

一

』

f

一
品
一
元
来
勢
行
部
と
議
会
と
は
車
の
両
輪
で
一
る
。
先
日
選
挙
管
理
委
員
会
が
聞
か
れ
一
知
と
良
識
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。
一
人
一

一
町
議
会
議
員
の
定
数
を
、
手
名
か
ら
一
そ
の
結
果
七
月
八
日
総
務
常
任
委
員
長
手
へ
き
で
あ
る
と
い
う
判
官
立
と
あ
る
と
い
は
れ
て
い
る
。
両
者
と
も
町
一
議
、
老
出
席
し
て
こ
の
こ
と
を
強
一
一
人
の
冷
静
な
震
を
も
っ
た
判
断
力
一

一

二

十

四

名

に

す

る

読

書

竃

に

な

一

の

招

集

で

委

員

会

高

か

れ

、

本

問

題

一

色

と

、

と

こ

ろ

が

そ

の

日

は

需

ヵ

一

一

一

塁

間

L
望
ま
れ
る
信
で
、
還
の
一

一

J
Zっ
て
宮
大
霊
長
一
が
時
聞
を
か
け
て
善
晃
意
見
一
で
な
い
ま
ま
閉
会
に
な
っ
た
。
一
民
の
直
綾
選
挙
に
よ
っ
て
一
昔
、
従
一
主
主
。
従
来
白
か
ら
選
管
理
委
一
ち
に
と
か
く
批
判
さ
れ
る
場
、
一

一

一

一

一

っ

て

住

民

の

代

表

者

で

あ

る

こ

と

は

金

一

員

会

が

中

心

と

な

っ

て

悶

る

く

正

し

い

一

こ

の

際

是

非

沸

斡

レ

た

い

。

勿

論

ζ
れ一

一
可
否
を
聞
い
、
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
一
は
一
一
つ
に
分
か
れ
、
削
減
す
る
こ
と
に
一
つ
い
で
七
月
二
十
八
具
ぴ
議
会
富
一
〈
同
一
去
る
。
た
だ
両
者
の
護
は
一
選
挙
を
推
進
す
る
町
の
協
議
会
が
で
き
一
は
警
来
で
あ
る
。
な
に
ゑ
も
一
足
一

一
弟
、
そ
れ
は
ま
さ
に
町
議
会
史
上
特
一
は
一
き
た
が
、
定
数
の
問
題
で
は
、
一
協
議
会
議
長
招
集
に
よ
っ
て
開
か
れ
一
ぞ
れ
ぞ
れ
興
っ
て
昔
、
そ
れ
を
両
者
一
て
お
る
が
、
そ
の
活
動
は
極
め
て
低
調
一
判
官
理
想
が
実
現
す
る
と
は
恩
義
一

.

一

、

成

長

発

展

期

の

町

づ

く

J

一

言

語

ヱ

に

入

っ

て

い

る

。

一

る

。

て

;
i
i
2
5
3
j
i
;
;
;
;
;
;
;
;
;
2・
2--Ez--e
一と

Eく
理
解
し
、
各
志
望
つ
一
で
雪
。
と
れ
は
一
人
私
議
の
汀
ま
芸
品
数
ゆ
レ
て
一
言
一

一

1

一
奮
の
重
セ
ン
タ
ー
も
宗
明
一
水
路
禁
こ
れ
か
ら
で
あ
る
a

考
え
れ
一
川
六
許
議
会
で
は
、
去
え
月
一
早
前
十
時
議
事
、
書
請
に
よ
る
、
普
警
官
、
…
一
〈
す
こ
と
に
よ
っ
て
宮
警
の
と
り
で
き
、
企
画
ど
こ
の
市
町
札
M
私
意
思
フ
、
警
は
露
で
あ
る
、
一

し

一

意

思

基

本

言

葉

一

議

に

暴

は

れ

て

、

身

売

り

ま

i
ん
て
注
目
警
と
な
る
予
定
て
あ
る
一
筆
え
る
ほ
ど
重
要
な
お
は
か
り
だ
一
…
議
会
議
員
の
著
書
三
十
名
か
皇
室
滅
亡
一
両
手
る
条
例
の
制
定
を
会
員
異
議
な
く
川
一
昧
が
議
さ
れ
る
。
例
え
暴
露
同
様
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
ど
皇
室
ぐ
ん
揮
を
て
差
ん
?
一

一
な
人
聞
社
会
実
現
の
た
め
の
、
産
業
と
一
ざ
る
を
得
な
か
っ
?
と
と
を
回
想
す
れ
一
本
格
的
な
魚
市
場
建
設
は
、
来
年
度
か
一
カ
で
き
る
だ
け
誠
意
を
も
っ
て
力
を
一
e

，

一

一

一

こ

の

人

と

そ

と

信

頼

の

で

き

る

入

、

一

一
観
光
と
が
調
和
し
主
代
文
化
都
喜
一
ば
、
季
涙
な
し
に
は
い
ら
れ
な
い
。
一
ら
は
ぢ
ま
る
田
主
で
あ
る
が
、
で
き
一
つ
く
し
た
い
。
望
の
皆
さ
ん
に
は
迷
一
…
可
決
し
ま
し
た
。
地
方
自
治
法
第
九
十
一
条
第
一
項
昼
、
人
口
一
一
方
以
上
の
町
村
で
ま
議
会
議
員
の
定
壁
一
一
一
…
一
予
算
書
権
を
も
っ
て
お

q
議
会
は
一
る
だ
ろ
よ
?
、
元
来
わ
が
国
で
は
近
た
と
え
地
域
代
表
ど
L
て
宅
も
可
一

一

一

一

一

一

“

j

・
一
そ
の
審
議
権
を
も
っ
て
い
る
、
両
者
が
一
自
家
形
成
以
来
、
政
治
的
に
は
国
家
一
議
事
え
る
視
野
の
広
い
人
、
そ
し

一
つ
く
る
こ
と
に
お
い
て
懸
一
命
に
努
力
し
一
し
か
も
戦
争
と
い
う
最
大
の
危
機
義
一
る
だ
け
宇
佐
占
た
い
と
思
う
え
感
を
か
け
て
ほ
ん
と
に
畏
な
い
次
第
一
川
十
名
ま
で
と
す
る
と
ゆ
フ
規
定
に
も
と
づ
い
丈
塁
手
名
の
費
i

さ
ん
毛
、
よ
り
よ
喜
づ
〈
り
の
た
め
川
一
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
任
務
ち
く
す
こ
と
に
一
主
義
、
偲
人
的
に
は
立
身
出
世
主
舗
が
一
て
清
潔
な
人
を
選
ん
で
い
た
だ
芝
一

一
て
い
る
が
、
今
臼
ほ
ど
あ
ら
ゆ
る
方
面
一
り
号
、
今
日
到
っ
た
。
私
達
一
代
役
に
雪
教
育
の
面
去
る
が
、
防
一
;
芸
員
長
。
妻
、
可

[
-
j

山
一
よ
っ
て
、
宣
言
に
応
え

2
一
一
盤
宮
っ
弟
、
戦
後
事
く
一
ぃ
。
町
を
愛
す
る
有
害
皆
さ
ん
、
一

一

目

前

岡

山

村

打

開

唯

一

持

説

日

間

日

開

監

時

間

同

誌

炉

開

M
d
一

日

一

長

野

十

日

立

昨

日

一

…

町

議

金

議

員

の

定

数

鈍

名

に

…

一

わ

け

で

あ

る

。

従

っ

て

両

者

が

皇

室

主

義

が

浸

透

し

は

じ

め

た

。

互

皆

川

俣

甥

}

底

調

一

一

一

一

一

可

，

一

か

感

情

と

か

に

捕

は

か

ん

対

立

す

る

よ

一

主

義

の

原

理

は

偶

人

的

に

は

人

格

の

尊

一

の

際

ど

っ

か

人

間

と

じ

て

持

っ

て

い

る

一

一

器

開

諮

問

主

目

前

d
r
i
-
-
i
i一目
的

自

明

日

認

可

?

と

L
の

改

選

か

ら

適

用

総

…

取

れ

れ

刊

誌

間

一

誌

詩

的

問

比

一

弓

生

か

し

量

に

号

喜

一

一

づ

え

を

つ

く

ら

ん

と

し

て

い

る

苦

悶

の

一

単

位

で

あ

る

が

、

そ

の

歴

史

的

役

割

一

の

こ

さ

れ

た

大

賞

、

夏

海

小

で

あ

る

一

い

も

の

で

あ

る

と

と

は

い

う

ま

で

も

な

一

川

町

一

一

一

i
l
l
1
1
1
1
1
1
1

一

一
審
号
、

5
5
8一
は
五
質
問
L
何
籍
選
は
な
い
警
一
可
犬
賃
金
書
一
時
の
土
ぃ
。
防
災
対
警
官
貴
重
も
の
一
…
の
襲
警
の
議
室
載
を
、
震
の
買
運
執
行
の
面
に
も
書
面
力
を
さ
れ
て
い
ま
す
…
日
は
は
は
守
的
目
日
日
一
日
同
一
，
州
内
当
日
立
計
一
議
会
だ
よ
り
監
一

句
一
き
理
想
を
妻
せ
ん
と
す
る
、
現
実
の
す
る
、
そ
う
い
う
考
え
方
に
立
っ
て
、
一
こ
と
主
索
、
先
日
の
第
二
次
発
表
一
の
一
つ
で
あ
る
が
、
八
月
十
五
日
の
終
日
が
、
霊
童
的
な
傾
向
と
し
て
市
町
村
の
議
員
一
定
数
を
削
減
す
る
重
量
昔
、
各
方
簡
で
減
少
条
例
の
制
…
一
勢
蔀
と
議
会
議
に
一
歩
は
離
を
一
の
先
輩
判
鵬
首
肘
肇
を
か

Eる
ま
で
一
六
話
国
民
健
康
保
険
税
条
例
ほ
か
一

一
き
び
き
の
放
で
も
あ
る
よ
。
一
町
の
棄
を
分
析
し
つ
つ
、
少
々
町
一
に
入
つ
だ
財
源
が
ほ
ん
と
に
容
易
で
一
戦
記
念
臼
を
期
し
て
懸
案
の
無
線
広
一
…
定
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
詳
の
議
会
で
も
、
町
内
の
世
論
に
も
対
応
し
、
す
す
ん
宣
告
の
定
…
一
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
、

j
孫
離
れ
一
に
は
、
血
と
涙
の
苦
労
一
が
あ
っ
た
は
ず
一
一
案
件
喜
識
す
る
第
七
回
臨
時
量
一

一
言
葉
が
、
警
て
芝
道
、
一
民
の

1年
間
執
告
を
い
た
し
た
一
な
い
が
、
タ
イ
ミ
ン
グ
事
へ
れ
ば
万
一

2
2随
時

緊

急

放

送

あ

一

"

"

一

U
カ
、

ι一
一

合

、

去

る

八

月

十

九

日

大

野

役

場

一

一
そ
れ
は
決
し
て
生
や
さ
し
い
も
の
で
は
一
い
。
港
湾
は
本
年
度
南
防
波
堤
の
延
一
撃
排
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
ま
な
い
一
る
い
は
定
時
放
送
で
町
民
の
皆
さ
ん
へ
一
…
数
警
護
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
、
こ
と
し
の
十
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
町
議
会
議
員
改
選
の
F
ま
ら
川
一
て
は
な
ら
な
い
と
U
わ
れ
て
む
る

F
一
で
あ
る
。
乙

Eた
苦
難
の
重
義
一
に
招
警
れ
同
品
会
と
な
り

t

h
D
一
な
か
っ
有
毒
の
時
代
、
不
作
の
時
一
長
、
斜
路
と
寄
場
、
そ
れ
か
ら
擾
一
立
一
霊
会
方
は
、
四
十
一
一
存
度
着
エ
一
の
選
手
段
が
少
し
で
も
礎
保
さ
れ
れ
一
一
適
用
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
す
。
、
土
で
あ
る
。
私
達
の
防
護
議
会
が
昨
年
一
り
返
っ
た
と
き
、
そ
れ
が

E
E量
一
た
。

一

一

一

一

?

・

二

ニ

月

、

町

が

本

年

一

一

斉

何

れ

も

全

国

表

一

さ

れ

な

い

と

い

う

こ

と

は

、

誠

に

申

訳

一

第

一

案

件

の

国

保

税

条

例

の

致

E
要
点

J
、
あ
る
い
実
業
時
代
、
深
刻
な
生
四
も
設
を

Z、
入
札
も
済
ん
で
一
議
し
て
鋭
意
防
露
骨
互
ば
幸
い
で
あ
る

0
2分予
算
の
関
一
酬

Z
E
-
-
2
2
i
i
i
i
i
i
i
i
i
E
E
E
E
E
E
E
z
z
j
i
i
;
i
亨

受

児

童

身

別

に

霊

に

一

思

議

言

と

号

。

私

達

一

は

、

署

員

が

い

ち

ぢ

4GE--

ぞ

一
で
あ
る
。
道
路
の
方
選
、
長
い
思
一
係
上
最
少
限
の
茶
一
時
的
な
も
の
だ
け
を
一
手
ぺ
占
A

瞬
間
で
あ
っ
た
と
号
。
一
二
十
四
委
主
王
ハ
名
案
と
で
あ
っ
-
た
。
こ
の
日
の
午
後
要
請
に
よ
っ
て
私
一
価
す
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
が
、
事
業
一
あ
ま
り
に
選
挙
に
慣
れ
す
ぎ
て
し
ま
っ
一
国
庫
補
助
金
一
般
会
計
よ
り
の
繰
入
金

一
笑
で
あ
っ
た
審
議
線
事
一
ゃ
っ
た

2
2
Bい
ろ
い
ろ
一
そ
の
重
奏
会
の
通
会
一

1
1
!一員
し
た
。
間
は
る
る
ま

E
t
i
-
-そ一
た

の

で

あ

る

を

一

開

設

建

最

"
一
く
完
成
に
近
づ
か
ん
と
し
て
お
り
、
大
一
あ
り
、
逐
装
警
て
ゆ
き
た
い
と
思
一
る
o

J

一
議
員
定
数
条
例
制
定
請
求
書
右
手
一
置
を
述
べ
、
終
始
活
発
事
務
交
一
の
建
設
的
努
力
が
多
少
認
め
ら
れ
た
の
一
選
管
理
委
員
会
で
も
委
一
望
さ
ん
一
の
医
療
質
室
長
草
案
た
す
乙

主
平
洋
と
瀬
署
警
重
要
な
幹
線
道
路
一
ぅ
。
こ
れ
に
関
連
し
て
台
風
の
と
き
澗
一
た
し
か
昨
年
だ
っ
た
と
思
う
。
議
員
の
一
許
へ
出
さ
れ
た
。
私
は
こ
れ
は
容
易
で
一
は
さ
れ
肯
定
数
を
符
合
す
る
か
と
一
で
あ
る
つ
今
後
の
四
年
間
は
撃
の
よ
一
を
は
じ
め
、
重
さ
ん
が
一
生
懸
命
こ
一
と
に
な
る
た
め
保
険
税
務
の
引
ト
夜
定

錨
一
の
一
つ
に
な
る
は
ず
去
る
。
実
用
は
ん
ら
ん
に
よ
っ
て
、
長
長
一
中
古
三
去
定
数
参
考
す
ぺ
一
は
な
い
と
思
っ
た
。
何
と
な
れ
ば
一
定
一
い
う
霊
的
な
協
議
に
入

q
結
局
一
ニ
う
こ
号
課
題
を
か
か
え
て
私
達
は
一
な
っ
て

P
E努
め
て
五
、
船
一
転
院
院
は
か
は
訪
で
そ
の

榔
ア
パ
ス
も
着
々
工
事
が
章
、
こ
と
し
一
人
家
が
避
難
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
向
一
き
で
あ
る
と
い
主
祭
出
て
き
た
。
一
の
条
件
が
慈
へ
ば
私
自
身
の
意
見
喜
一
十
四
委
で
最
終
的
意
見
の
一
致

Z
一
勿
識
で
あ
る
が
、
議
会
費
の
役
割
も
一
る
い
選
挙
の
会
を
開
い
て
い
な
か
な
か
一
税
率
整
葉

開
一
の
笈
民
間
に
合
は
な
か
っ
弟
、
企
畿
地
区
の
混
索
、
い
よ
い
毒
設
一
そ
れ
は
こ
の
二
、
コ
妻
、
ど
こ
の
市
し
て
本
会
議
に
か
け
浮
れ
ば
な
皇
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
前
述
の
去
一
ま
す
ま
す
重
要
な
お
に
な
っ
て
る
一
笑
っ
て
く
を
い
長
い
て
い
る
。
一
習
者
喜

一一作品詰詩詰建U悦い
υ杭比川比一拝詰以

附一霊貫霊通

z;
し
主
主
た
示
い
と
与
号
?
。4な

z
舟芸云

5年萱

z
主予霊霊?蓮蓮定定-つ三三つ足是た有。要襲答一対対策望主:上去去一五歩詰苦前霊進し左た奈亙次竺一十，毛3
毛
喜
あ
つ
是
宅

22;
長そ完5」れ在れ
佐
は
愛
手
ず
量
語
害
に
て
子
言
の
で
遅
は
な
き
く
、
議
警
会
舎
そ
れ
皇
自
星
旦
身
互
一
玄
本
会
喜
警
宮
踊
票
か
ね
号
ば
短
な

5ら主!ず宍さi、二三
一
二
土
一
予
王
主
工
十
士
主
主
二
三
ニ
一
異
な
宮
る
存
で
在
は
な
い
が
、
特
に
私
達
ご
と
の
判
っ
て
い
る
こ
と
を
主
喜
八
O

夏

の

き

…

る
さ
を
い
る
も
の

iバ
イ
パ
ス
一
第
で
あ
る
。
一
な
っ
互
い
た
が
、
委
員
長
吾
に
よ
る
こ
会
事
レ
い
か
ら
一
名
の
成
立
も
日
し
く
な
っ
た
喜
一
の
町
の
場
合
は
、
宮
転
換
期
で
あ
一
返
さ
な
ア
れ
ば
な
ら
な
五
、
ぅ

2
一

笠

よ

白

一

次

一

日

現
一
の
延
長
道
路
と
、
富
鉄
道
路
線
の
寅
一
し
尿
処
理
場
で
あ
る
衛
生
プ
ラ
ン
ト
は
一
さ
れ
る
ま
で
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
一
去
る
。
一
万
葉
十
四
日
葉
署
名
一
八
月
四
日
私
と
回
出
震
が
出
席
し
る
と
い
ク
認
識
に
立
っ
た
雲
、
そ
の
ず
、
い
つ
ま
で
絞
っ
て
い
弘
、
量
一

j

一

世

帯

一

幕

一

明
一
員
庖
が
あ
る
。
前
意
思

2
一
い
よ
い
よ
室
長
号
、
三
と
る
査
一
十
四
日
聞
か
れ
た
定
一
索
、
選
挙
管
理
委
塁
に
書
さ
れ
て
、
塁
側
室
と
懇
談
会
を
開
一
こ
長
痛
感
さ
れ
る
。
す
で
き
な
い
こ
と
を
物
色
て
い
一
平
言
、

5円
一
三
一
色
一

悌
一
管
、
警
は
セ
ン
タ
ー
察
喜
一
寝
入
が
開
始
さ
れ
た
。
現
在
実
雪
一
例
会
へ
、
一
言
語
号
ら
れ
一
署
名
の
有
効
、
無
効
の
審
査
が
は
じ
ま
一
実
直
接
請
求

E
Z富士
従
っ
て
今
度
の
選
挙
は
、
で
さ

5
一
る
。
皇
室
い
の
か
、
有
権
者
が
一
時
縁
関
樫
語
籍
取
醐
一

鶴
一
ち
終
っ
て
い
る
が
、
い
よ
い
よ
停
車
一
検
主
で
あ
り
、
何
れ
町
民
の
皆
さ
ん
一
た
い
と
い
う
陳
情
事
書
さ
れ
た
。
つ
だ

3
2
2うち
に
、
一
に
は
、
私
の
差
で
町
議
談
会
開
一
号
あ
と
に
警
の
ζ
き
い
き
一
惑
い
の
か
、
私
達
現
在
そ
よ
」
資
一
を
求
め
る
件
究
室
長
差
認
の

加
古
敷
地
を
決
定
ず
る
段
階
に
入
白
、
ほ
一
に
撃
そ
の
他
を
正
式
に
発
表
で
き
る
一
定
数
を
八
名
減
ら
し
て
こ
士
一
一
名
に
す
一
斉
十
七
日
議
長
召
集
に
よ
る
全
員
随
一
く
と
い
柔
件
で
、
提
出
量
合
せ
る
一
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
こ
ん
ど
定
数
一
任
を
論
じ
合
っ
て
い
る
場
合
産
な
一
の
ち
、
大
洗
親
交
ク
ラ
ブ
よ
り
設
の
チ

R
一

九

詰

討

結

晶

一

日

誌

は

臨

時

一

主

計

良

子

四

日

間

町

民

間

同

一

長

一

副

委

と

っ

た

か

と

一

諸

刊

誌

時

計

計

一

言

鮮

明

野

訪

日

一

続

時

間

器

弾

を
求
め
て
延
長
十
二
客
引
い
て
く
一
っ
た
。
震
は
先
日
臨
時
議
会
究
室
土
器
不
採
択
に
し
て
、
二
過
を
採
取
総
務
委
員
会
の
結
果
が
委
員
長
か
ら
℃
つ
理
由
に
つ
い
て
は
、
議
会
審
上
長
さ
れ
、
ま
た
護
請
求
の
代
室
主
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
で
き
る
だ
け
さ
と
に
き
音
色
た
。
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町

長

力日
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清

期
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選
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挙

し
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旬ーー可

る
漁
業
か
ら

つ

る

漁
業
セ、̂島ロ

近
年
六
車
阪
の
基
幹
漁
業
」
あ
っ
'
て
設
置
さ
れ
て
以
来
タ
ィ
、
ス
ズ
キ
、
均
露
骨
も
あ
っ
て
年
々
魚
佃
が
向
よ
レ
喝
の
年
々
場
大
す
る
震
え
の
依
存
度
を

た
シ
ラ
ス
、
タ
コ
等
の
回
議
性
資
源
な
{
ヒ
ラ
メ
等
の
高
級
魚
を
告
に
東
京
市
一
て
お
り
手
。
前
に
も
述
ぺ
た
と
お
り
一
完
全
に
消
告
所
属
望
員
の
襲
経

ら
び
に
企
画
一
義
っ
て
い
た
鹿
島
灘
一
場
を
主
体
と
し
て
昭
和
四
半
年
に
は
取
一
審
理
の
沿
器
薬
は
変
動
す
る
漁
一
警
確
固
た
る
も
の
と
す
る
た
め
大
洗

漁
場
の
チ
ョ
ウ
セ
ジ
バ
マ
グ
H
P
の
資
源
一
扱
数
量
ヤ
ヤ
ト
シ
取
扱
金
額
四
千
万
円
一
渡
部
に
対
応
す
る
少
ぷ
泌
総
旬
大
型
化
一
町
漁
業
協
同
組
合
が
襲
業
主
体
と
な
り

が
と
も
に
少
な
え
な
D
不
安
定
な
額
一
と
年
々
者

tい
号
室
示
し
現
時
信
一
蓄
の
近
代
化
に
よ
っ

τ漁
場
の
拡
大
一
今
年
八
月
五
資
重
県
防
波
堤
の
と
こ

を
続
け
て
お
h
uま
す
。
従
っ
て
延
縄
一
一
お
い
て
は
対
象
魚
種
の
う
ち
過
半
以
上
一
経
営
の
近
代
化
を
図
hu
つ
つ
あ
り
ま
す
一
ろ
に
総
工
壁
一
千
万
円
を
も
っ
ず
点
下

本
釣
漁
業
へ
の
依
存
度
が
高
ま
り
つ
つ
一
が
活
魚
出
荷
ど
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
一
が
漁
船
漁
業
の
み
と
い
う
本
町
の
条
件
一
随
一
の
か
ん
水
書
養
セ
ン
タ
ー
が
建
設

あ
り
こ
の
た
め
漁
品
舶
の
大
型
化
近
代
化
一
ら
の
高
級
魚
は
資
源
の
全
国
的
な
減
少
一
か
ら
み
る
と
今
後
は
漁
獲
物
の
宜
何
度
利
一
さ
れ
ま
す
。

が
他
の
旭
区
に
比
べ
て
者
ケ
¥
進
展
U

一
傾
向
と
由
民
経
済
の
伸
長
そ
反
映
し
て
一
用
に
よ
る
漁
業
経
営
の
確
立
が
残
さ
れ
一
事
業
の
概
要
を
み
ま
す
と
、

と
れ
に
よ
る
根
付
資
源
の
漁
獲
増
加
は
一
益
金
需
要
が
多
く
な
っ
て
き
手
レ
た
。
一
た
唯
一
の
手
段
と
目
さ
れ
多
く
の
期
待
ご
、
書
養
殖
池
鉄
筋
コ
ン
ク
D
lト
槽

ζ
の
地
区
の
霊
的
講
義
び
て
き
一
さ
ら
に
加
え
て
蓄
が
観
還
と
し
一
が
寄
せ
ら
れ
て
い
手
。
こ
の
た
め
大
一
十
平
方
脱
出
土
ハ
商

事
レ
た
。
六
経
お
け
る
震
の
取
扱
一
て
の
議
条
件
と
翼
手
泡
一
苅
消
費
一
許
の
漁
業
喜
上
大
き
な
柱
と
な
っ
一
一
一
一
十
平
寝
泊
一
面

筋
設
は
昭
和
一
一
王
一
年
震
山
漁
村
振
一
が
遂
年
増
加
し
そ
の
取
扱
票
著
レ
い
一
て
い
る
漁
獲
物
の
替
養
殖
す
な
わ
ち
獲
一
二
、
重
菊
池
上
屋
一
線

興
対
策
事
業
に
よ
る
留
の
補
助
に
よ
っ
一
伸

Z示
し
て
い
る
と
と
も
に
需
給
不
る
漁
業
か
ら
造
る
漁
業
に
転
換
レ
漁
家
一
鉄
筋
コ
シ
ク

y
lト
造

守

県
下
第
一

の
か
ん
水

し、らあおお

(問。
管
理
事
務
所

鋳軍49哩!!t

平面国

1........... 
-2M伽

ン

タ

!

-、.'て羽 t 

国ココ丘国丘四

鋼部鴎

長
一
王
ハ
・
四

m

m二
十
二
股

五
八
0
・
八
平
方
制

一
寸
付
帯
施
設

(
イ
)
給
排
水
施
設
一
式

(
ロ
)
海
水
減
退
勝
投
一
式

(
ハ
)
常
気
そ
の
他
の
施
設
一
式

四
、
収
容
能
力

常
時
四
ト
ン
〈
援
六
六
ト
ン
)

五
、
飼
育
対
象
魚
種

タ
ィ
、
ス
ズ
キ
、
ヒ
ラ
メ

事
業
の
効
果

ζ
れ
ど
震
の
あ
か
っ
さ
に
は
魚
価

安
定
と
し
て
活
魚
で
年
間
取
扱
ニ
場

合
数
量
二
百
十
ト
ン
金
額
一
億
四
百
万

円
と
な
り
鮮
魚
と
し
て
取
扱
ニ
場
合

と
比
較
す
る
と
玄
平
二
百
万
円
の
魚
価

の
向
上
が
期
雪
d
れ
ま
す
。
さ
ち
に
今

後
大
洗
外
港
の
完
成
と
栢
侠
っ
て
本
応

沿
岸
準
君
飛
躍
的
発
展
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
歯
は
施
設
の
平
面
図
、
開
国

恩

ま
す
と
、
大
洗
、
旭
、
常
澄
環
境
衛
生
一
~=
磯
浜
町
永
町
十
一
一
度
に
住
ま
れ
る

組
合
(
大
洗
町
、
組
村
、
常
澄
村
一
町
=

ニ
ケ
村
の
組
合
)
が
収
集
業
務
会
般
の
一
一
議
浩
一
一
沿
い
思
議
同
げ
は

計
圃
伊
た
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
一
ト
短
期
大
学
一
年
生
で
す
。

ζ
と
し

従
来
の
よ
う
に
汲
取
業
者
が
自
由
に
各
一
一

z
i
a
r
t
i
s
-
-
-
E・E
・-

=
の
夏
休
み
に
は
、
町
の
海
水
浴
客
の

家
庭
等
よ
り
「
し
尿
」
を
汲
取
っ
た
り
、
一
一

z-Zis--z'zi-

嶋
一
そ
の
糾
金
を
受
取
っ
た
り
す
る
こ
と
が
一
一
巳
弘
濯
日
濯
法

m
ど
で
き
な
く
な
り
、
環
境
衛
生
組
合
が
資
=
a
E
刈
願
レ
、
補
導
員
を

ト
任
を
も
っ
て
収
集
業
務
事
な
う
こ
と
一
一
室
司

-ZEB・S
・S
・---

一

一

一

由

盟

E
4
1
嘗

τ毎
日
再
だ

ラ
一
に
な
り
ま
す
。
こ
と
た
聞
か
り
も
符
一
一
.
円
、

--ritzi--zi

u一
生

プ

ラ

ン

ト

の

完

成

は

町

民

生

語

大

一

一

右

足

円

弱

、
衛
一
き
て
プ
ラ
ス
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
一
一

ν‘
帽
て
く
れ
串
?
ど
~
そ

た
一
い
ま
す
。
約
二
グ
月
位
は
衛
生
ブ
ラ
ン
コ

dc

一

一

一

し

て

頂

い

た

尊

い

始
一
ト
の
運
転
を
E
1ぞ
良
好
な
状
態
立
一
行
一
一
』
月
J

澗
一
な
う
た
め
、
三
分
の
一
程
度
の
投
入
し

'
V
労
働
資
金
高
い

丸
一
か
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
一
一
』

d
唾
て
、
町
内
の
困
つ

投
一
で
、
全
盛
の
投
入
容
捕
に
な
る
ま
で
一
一
和
主

一

一

一

4
叫
6

て
い
る
人
速
の
た

一
に
各
家
庭
お
よ
び
章
一
欝
等
よ
り
汲
取
一
一
ト

i

一
り
の
申
込
み
を
号
車
な
業
運
営
一
一
活
岨
め
お
役
に
立
て
て

m

z

・4
-
r
:
i

が
で
き
る
よ
つ
に
す
る
予
定
で
す
。
一
一
、

U
互

い

と

、

喜

一
以
上
衛
生
ブ
ラ
シ
ト
の
完
成
に
つ
い
て
一
一
，

一

一

一

千

円

也

を

町

の

厚

一
皆
さ
ん
方
に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
一
一

一
建
設
に
御
協
力
ぞ
い
た
だ
童

C
た
。
一
一
生
課
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
警
ん

業
空
つ
い
て
は
、
農
業
者
と
委
託
育
係
者
の
方
々
に
摩
く
御
礼
申
ト
げ
、
一
一
自
己
目
配
判
長
?
配
的

契
約
を
む
す
び
「
し
尿
」
の
収
集
業
務
一
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
町
民
皆
さ
ん
方
一
一

一

一

一

会

福

持

協

議

会

で

は

、

感

謝

の

心

で

を
汲
取
業
者
に
委
託
す
る
方
式
を
と
る
一
の
一
そ
う
の
G
理
解
と
む
協
力
を
お
願
一
一

予
定
で
あ
D
ま

す

。

乙

の

方

式

に

よ

と

い

た

し

ま

す

。

エ

崎

ぽ

晴

出

ド

!

お
近
代
的
都
市
づ
く
り
に
一

衛
生
プ
ラ
ン
ト
完
成

大
洗
町
、
旭
村
、
常
滋
対
の
一
町
二
一
各
種
モ
ー
タ
ー
並
び
広
ポ
ン
プ
、
ボ
イ
一

村
に
お
い
て
、
環
境
衛
生
施
設
の
整
備
一
ラ
1
、
配
電
設
備
、
そ
の
他
付
属
設
備
一

そ
図
D
、
衛
生
的
な
生
活
環
舗
を
つ
く
一
管
麗
棟
(
公
命
事
務
窪
等
)
で
あ
り
ま
一

る

た

め

、

共

同

で

衛

生

ブ

ラ

シ

ト

(

し

一

ナ

。

一

尿
処
理
施
設
)
の
計
画
を
検
討
し
可
原
一
な
を
本
処
理
設
備
は
嫌
気
性
消
化
処
理
一

子
力
研
究
所
、
磯
浜
、
大
洗
町
両
漁
業
一
方
式
と
い
う
方
式
を
と
っ
て
お
hu
、
パ
一

協
同
組
合
、
鹿
島
際
漁
業
権
共
有
組
合
一
キ
ュ
1
ム
車
で
毎
日
各
家
庭
よ
り
収
集
一

町
観
光
協
会
、
隣
接
地
区
住
民
の
問
窓
一
す
る
五
万
四
千
八
分
の
「
生
し
尿
」
を
一

を
い
た
だ
き
、
大
洗
町
成
田
町
字
大
堀
一
主
と
し
て
、
消
化
空
襲
警
嫌
気
一

の
国
有
地
四
千
五
百
坪
を
借
用
し
、
敷
一
位
の
微
生
物
と
好
気
性
の
細
菌
の
働
き
一

地
と
し
て
建
設
を
決
定
し
、
関
係
者
各
一
よ
っ
て
分
解
し
、
大
気
中
に
放
置
し
て
一

位
の
深
い
御
震
解
と
と
協
力
を
い
た
だ
一
も
腐
敗
し
な
い
よ
う
な
消
化
汚
泥
(
国
一

い
て
、
昭
和
四
十
一
年
に
木
体
工
事
の
一
体
)
と
放
流
水
(
液
体
)
と
に
分
け
、
一

建
設
に
着
手
し
て
か
ら
、
久
保
田
鉄
工
一
水
産
物
や
水
質
そ
の
他
住
民
の
生
活
に
一

株
式
会
社
お
よ
び
一
一
一
興
建
設
株
式
会
社
一
容
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
衛
生
的
に
処
理
一

の
努
力
の
結
果
、
付
帯
工
事
の
一
部
を
一
を
行
な
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
一

残
年
震
を
み
、
去
る
七
回
ロ
プ
ナ
五
日
一
い
ま
ま
で
は
汲
聖
書
が
、
山
林
や
畑
一

よ
れ
J

一
一
干
デ
一
日
ま
で
試
運
転
を
行
っ
た
一
地
な
ど
に
「
し
尿
」
を
す
て
る
な
ど
一
小
一

と
こ
ろ
、
機
械
設
備
の
状
態
も
良
好
で
一
完
全
な
処
理
に
よ
っ
て
お
り
ま
し
た
一

あ
り
今
ま
し
た
の
で
、
八
月
一
日
職
員
の
一
が
、

ζ
れ
か
ら
は
こ
の
施
設
の
完
成
に
一

採
用
配
慢
を
実
縮
し
即
日
「
し
塵
の
一
よ
D
、
近
代
的
墾
学
的
方
法
に
よ
り
処
一

投
入
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
.
こ
の
エ
一
恋
さ
れ
る
こ
と
に
な
D
、
大
洗
町
の
念
一
大
洗
原
研
用
地
約
四
十
二
万
坪
の
や

事
費
総
額
は
九
千
五
百
一
一
一
十
余
万
円
一
顕
と
す
る
近
代
的
都
市
づ
く
り
に
環
境
一
に
は
、
以
前
農
耕
用
道
路
と
L
て
縦
横

で
す
。
石
室
副
に
お
い
て
大
寺
品
巡
ー
す
る
こ
一
に
走
っ
て
い
た
幾
道
が
毘
併
の
実
現
に

乙
の
施
設
の
概
要
は
、
消
化
溜
二
基
一
と
が
で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
一
よ
っ
て
使
用
で
き
な
く
な
り
、
原
研
周

投
入
溜
、
機
械
室
、
廃
問
溜
一
基
、
白
一
乙
の
抱
設
の
管
理
迎
営
お
よ
び
「
し
一
辺
の
田
畑
を
耕
作
す
る
間
出
家
の
〈
通

澱
池
、
滅
菌
器
室
、
ガ
ス
ホ
ル
ル
ダ
l
一
尿
」
収
築
業
務
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
一
が
、
大
変
困
っ
て
し
ま
い
手
レ
P
I
町

取
水
ポ
ン
プ
議
、
貯
水
崎
脱
一
岡
山
科
一
目
下
検
討
中
で
あ
D
ま
す
が
、
特
に
皆
吉
証
昨
年
以
来
一
箆
紫
」
は
じ
め
、
本
省

量
泊
タ
ン
ク
、
汚
尿
計
語
、
緬
屯
建
(
さ
ん
方
に
関
係
の
あ
る
収
集
盆
取
〉
マ
一
の
斜
学
技
術
庁
そ
の
他
の
鴻
係
方
面

伊

も
え
骨
・
0

示し
O
A守

i 大洗原研を一周する : 

;主要道路近く完成;

!;i i!;li 
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磯
小
防
音
校
舎

.0・c漕

ζx・oe。

第
一
期
工
事
完
成

第
二
期
工
事
も
決
ま
る

同
磯
浜
小
学
校
防
護
改
築
第
一
期
工
事
・
憲
台
、
理
編
笠
一
、
工
作
実
習
安
一

は
、
昨
年
九
月
一
日
着
工
以
来
、
鹿
島
一
音
楽
釜
一
、
保
健
室
一
、
校
長
室
一
、

建
設
株
式
会
社
の
手
に
よ
っ
て
建
設
を
一
職
員
祭
一
、
放
送
塞
一
一
、
更
衣
安
一
、

急
い
で
い
ま
し
た
が
、
去
る
五
月
末
第
一
宿
直
室
一
、
浴
室
一
、
用
務
員
室
一
、

一
期
ヱ
事
の
会
容
(
普
通
教
釜
ニ
乙
、
一
便
調
機
械
受
一
、
排
気
室
一
、
給
食
刀

図
脅
筆
一
、
空
調
機
械
室
一
)
給
食
蜜
一
フ
ト
一
、
昇
降
口
一
、
教
材
室
二
、
俊

一
、
給
食
H
Y
フ
ト
一
、
ペ
ン
ト
ハ
ヲ
ス
一
所
七
)
一
一
一
、

O
五
九
平
方
紛
が
こ
の
ほ

一
、
佐
一
同
室
一
、
教
材
雲
二
、
ポ
ン
プ
一
P
決
定
し
、
九
月
一
日
着
工
の
予
定
で

祭
一
、
受
水
潜
一
、
昇
降
口
一
、
階
段
盃
備
を
い
そ
い
で
い
ま
す
。
ヱ
豊
茂

六
、
便
所
六
、
浄
化
精
一
、
変
電
容
ニ
は
来
年
三
月
の
予
定
で
す
。

己
計
一
一
、
八
ゴ
平
方
肢
が
笥
官
一
(
写
真
壁
貫
主
第
一
期
分
防
省

ま

し

た

。

一

一

校

舎

省

側

と

完

成

後

の

全

体

図

)

の
こ
り
の
第
二
期
工
事
分
(
普
通
教
一

米
駐
留
空
軍
ジ
ェ
ッ
ト
機
に
よ
る
飛

行
騒
音
か
ら
、
児
童
生
徒
の
滋
習
活
動

が
阻
害
さ
れ
な
い
よ
主
人
と
、
防
符
施

設
庁
に
対
し
、
町
を
中
心
に
町
議
会
、

教
育
委
員
会
、
学
校
お
よ
び
P
T
Aが

一
丸
と
な
っ
て
、
大
賞
小
学
校
の
防
音

詰
弓
詩
鰐
一
工
費
一
億
六
千
万
円
で

努
力
裂
を
結
び
、
本
年
度
よ
り
着
工
一
近
来
に
な
い
酷
閉
め
毎
日
が
つ
づ
い
た
し
て
、
大
洗
へ
I
大
洗
?
と
押
し
畳
間

い
た
す
こ
と
に
盟
主
主
。
一
夏
主
主
告
げ

tた
。
一
せ
て
章
子
。
瞥
警
は
や
む
を
得
ず

量
産
計
画
、
鉄
筋
コ
ン
す
一
塁
の
日
曜
日
な
ど
、
大
野
の
海
一
変
身
問
中
応
量
と
し
て
、
一
方

1
ト
一
一
一
室
、
二
、
一
一
穴
O
平
方
壁
一
俸
と
い
毒
患
、
人
と
車
で
埋
ま
つ
亙
君
事
レ
、
な
ん
と
か
こ
れ

5

二
カ
年
継
続
で
施
工
さ
れ
ま
す
が
、
今
一
て
了
い
李
主
。
あ
れ
だ
け
の
お
び
た
一
の
車
を
処
理
芯
て
童
亡
た
が
、
町
内

年
度
妥
結
分
は
、
こ
れ
か
ら
第
一
だ
し
い
索
、
事
ほ
じ
め
、
栃
木
一
の
幹
線
道
路
安
塁
〈
横
断
不
能
の

設
庁
と
協
議
の
安
定
さ
れ
ま
す
。
群
馬
の
他
県
か
ら
延
長
だ
の
列
左
京
態
で
、
住
民
の
誰
も
が
一
白
も
阜
く

;
3・3
J
E
-
-
J
J
i
-
-
J
J
E・E・-
g
3
3
E・E・
-
r
t・-
-
1
1
3
3
3
3
3・3-fizz---Erg--{z-its-
一
バ
イ
パ
ス
道
路
の
新
設
を
、
ゆ
か
ら
顕
つ

一
号
、
公
表
し
、
そ
し
て
た
た
え
て
ご
て
い
ま
し
た
。
聖
撲
を
は
じ
め
、

9
よ

い

子

の

よ

い

行

な

い

を

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

ほ

か

の

少

年

…

建

設

省

な

ど

に

で

こ

れ

が

実

現

方

を

一
署
、

ζ
れ
に
大
い
に
啓
発
さ
れ
て
と
強
〈
要
請
し
つ
づ
け
奇
襲
が
あ
っ
て

善

行

図

へ

4

一
よ
い
行
な
い
辛
子
る
案
、
だ
ん
だ
一
一
昨
年
都
市
詰
街
路
と
し
て
採
択
さ

一
ん
壇
え
て
ゆ
く
実
例
が
沢
山
あ
る
と
ご
れ
、
県
営
事
業
と
じ
て
実
施
す
る
こ
と

大
洗
竺
中
学
校
P
T
生
喜
戸
げ
を
重
視
し
、
論
議
や
批
判
に
の
一
思
い
ま
す
。
貨
を
は
お
住
民
の
ど
に
決
定
を
み
、
地
主
の
皆
さ
ん
方
の
深

山
導
委
員
会
で
は
、
さ
き
ほ
ど
生
徒
の
一
み
走
D
が
ち
な
昨
今
の
傾
向
で
あ
り
一
ど
な
た
で
も
、
少
年
遠
の
一
寸
し
た
に
い
と
理
解
と
、
御
協
力
と
に
よ
hu-
用
地

~
生
活
補
導
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
と
一
ま
す
が
、
生
徒
の
中
に
は
、
惑
い
こ
一
警
で
も
目
の
あ
た
り
む
院
に
な
っ
こ
の
量
γ
む
つ
書
ま
し
た
の
で
去
る
六

〉
戸
長
い
の
結
果
、
学
区
内
の
四
カ
一
・
と
ば
か
り
し
た
者
ば
か
り
で
事
¥
一
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
メ
モ
さ
れ
て
、

ζ

ニ
月
、
大
洗
土
木
企
業
と
請
負
契
約
も
済

山
所
(
仲
町
通
り
町
、
永
町
、
祝
一
よ
い
行
な
い
を
し
て
い
る
者
も
多
数
一
の
善
行
函
に
投
屑
レ
て
下
さ
る
よ
う
こ
み
、
い
ま
着
々
と
工
事
が
進
め
ら
れ
て

山
町
)
に
黄
竹
一
簡
を
事
え
つ
け
、
毎
月
一
い
る
は
ず
で
す
。
た
だ
惑
い
こ
と
は
一
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ご
い
ま
す
。
こ
の
道
路
は
嗣
員
十
六
米
、

~
二
回
(
一
白
と
十
五
日
)
開
君
、
一
す
ぐ
目
立
ち
、
す
ぐ
塞
聞
に
出
て
き
一

C
Eた
父
兄
や
町
民
全
部
の
ま
ご
要
事
道
保
健
所
前
よ
り
罰
の
後

い
と
の
日
の
朝
礼
の
際
に
、
校
長
先
生
一
ま
す
が
、
よ
い
行
な
い
を
し
て
い
る
一
と
こ
ろ
が
、
非
仔
か
ら
議
行
へ
と
青
山
一
ろ
か
ら
山
手
を
横
断
、
耕
地
や
山
林
を

一
ヂ
星
徒
会
員
に
発
表
し
、
よ
い
ヱ
こ
と
は
あ
ま
り
毘
#
夕
、
そ
の
ま
一
手
し
ゆ
と
の
で
は
な
い
か
と
宿
主
工
事
口
ぬ
い
て
、
東
光
台
を
経
由
、
大
洗

ん
の
よ
い
行
な
い
役
た
左
え
る
こ
と
に
一
ま
に
放
任
さ
れ
が
ち
で
す
。
一
す
e

こ
の
芦
位
闘
が
皆
さ
ん
方
に
大
ニ
水
族
館
前
ま
で
に
変
る
延
長
二
、
四
五

~
な

hutた
。
一
少
年
の
補
導
は
醤
い
行
な
い
を
し
い
に
活
用
さ
れ
、
多
大
の
成
果
が

f
一
O
米
で
総
工
事
費
一
億
六
千
万
円
、
舗

こ
れ
は
と
か
く
非
行
少
年
の
問
題
一
た
者
に
対
し
て
も
こ
れ
そ
宛
分
に
尊
一
ら
れ
る
よ
う
御
協
力
下
さ
い
。
山
一
装
工
事
を
除
き
明
年
一
一
一
月
一
杯
ま
で
に

γ
l
i
t
-
-
2
Z
E・E
-
J
E
t
t
i
-
-
f
i
i
s
t
a
i
r
s
-
t
f
i
s
s
i
-
-
z
z
J
F
i
z
z
-
-
f
f・4
・E・E
・
-
金
は
関
空
)
な
る
予
定
で
ず
。

令H・H・待望久しかった….，

太買小防音工事内定

大

洗

バ

イ

パ

ス

い

よ

い

よ

着

工

2毒十q平日幹事関
手lphA百-長大茨
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態
上
女
子
走
憾
と
ぴ
{
位

小
沼
謹
代
美
さ
ん

す
も
う
伺
人
戦
中
燈
級

優
勝
高
値
阿
出
品
芭
君

柔
道
倒
人
優
勝佐
久
間
康
年
君

ム

嫡

劃

葉

ル
一
、
、
松

一
チ
問
問
、
ん

ボ
勝
久
石
山
さ

一
俊
佐
・
回
皆

レ
子
ら
辺
ら
の

パ
女
か
渡
か
川

禁
問
弘
引

等

閑

却

後

初



一
住
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
一

一
い
行
政
上
の
お
知
ら
せ
を
ι

毎
日
定
時
一

一
(
午
後
零
時
一
一
一
十
分
か
ら
四
十
分
ま
で
一

一
の
十
分
間
以
内
)
に
放
送
し
ま
す
。
こ
一

一
の
無
線
放
送
は
親
局
(
送
倍
邸
機
)
が
役
一

一
一
場
に
あ
り
、
ネ
J

局
〔
受
信
機
)
が
別
掲
一

の
十
四
カ
所
に
装
備
さ
れ
、
基
戸
俸
に
一

よ
っ
て
三
百
メ
ー
ト
ル
四
方
に
き
こ
え
一

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
事
業
費
総
一

額
は
約
六
百
三
十
万
円
で
一
機
器
は
日
立
一

製
作
所
の
も
の
を
取
付
け
て
あ
り
ま
す
一

な
に
し
ろ
開
局
早
々
の
こ
と
で
も
あ
り
一

ま
す
の
で
、
な
に
か
と
御
不
満
の
点
や
一
気
が
る
に
勉
強
で
き
る

な
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と
と
も
あ
る
と
一
家
庭
教
育
学
級
の
開
設

思
い
ま
す
が
、
し
ぼ
ら
く
の
間
む
辛
鯵
一
よ
い
子
に
育
て
る
た
め
に
は
、
入
学
一

号
顕
い
、
お
気
付
き
の
点
な
ど
が
あ
D
一
前
、
入
学
後
の
家
庭
教
育
が
大
切
で
あ

ま
し
た
ら
、
総
務
課
広
報
係
ま
で
富
一
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
教
育
と

て

下

さ

い

。

一

は

ど

ん

な

乙

と

で

し

ょ

う

か

。

家

庭

巳

一
お
け
る
し
つ
け
、
学
習
の
さ
せ
方
、
家

目
で
見
る
大
洗
町
報
と
あ
わ
せ
、
耳
一
一
一
廷
の
あ
り
方
な
ど
を
話
し
合
っ
た
り
ー

を
通
し
て
き
震
に
よ
る
放
送
も
克
一
勉
強
す
る
場
と
し
て
、
つ
ぎ
を
お
り

分
お
さ
き
に
な
っ
話
番
号
確
立
一
家
庭
教
草
壁
開
設
い
た
し
ま
す
。

を
図
る
と
と
も
に
、
郷
土
の
一
そ
う
の
一
希
望
者
は
聴
講
で
き
ま
す
の
で
、
会
場

発
展
の
た
め
御
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い
一
の
小
、
中
学
校
へ
申
し
出
て
下
さ
い
。
一

た

し

ま

す

。

一

一

、

聞

く

期

間

九

月

か

ら

翌

年

三

月

一

事

局

の

設

置

場

所

て

ま

で

賢

一

回

一

一

時

間

高

日

の

午
L

磯

浜

地

区

一

後

士
寸
会
場
磯
浜
小
、
祝
町
小
、
大
貫

第

四

分

間

火

の

見

憎

一
一
小
、
一
中

第
一
分
団
火
の
見
樋
一
三
、
せ
ん
せ
い
茨
大
教
授
、
中
央
氾

大
洗
ホ
テ
ル
前
駐
車
湯
内
一
童
相
談
所
員
、
小
中
学
校
長

第
二
分
団
火
の
見
徳
一
四
、
経
費
無
糾

大
洗
警
部
派
出
所

第
三
分
団
火
の
見
徳

永
町
保
健
所
分
窓
一
前

大
賞
地
区

第
五
分
団
火
の
見
櫓

第
六
分
団
火
の
見
櫓

向
矢
原
地
内

二
、
四
、
一
一
丸

O
円

三

一

、

六

O
O円

三
一
二
、
六
五
O
円

四

一

一

、

五

六

O
円

一

の

二

八

五

O
円

一

上

徳

一

一

、

九

五

O
円

二
の
一
一
、
六
Q
O円
一

ニ

一

、

四

0
0円

一
一
一
の
一
三
、
八
五
O
円

一

三

一

一

、

四

一

O
円

一
一
一
の
一
一
一
二
三

O
円

一

仲

宿

一

一

、

八

五

O
円

四

一

、

三

布

δ
円

一

ニ

ニ

、

四

五

O
円

五
の
一
三
、
二
O
O円
一
一
北
清
水
一
一
、
五
0
0回

目
杢
亦
主
ナ
募
金
L
つ
い
て
は
去
る
一
成
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
宇
レ
常
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
六
一
、
一

δ
O円
一

一

一

一

一

、

一

六

百

円

五
月
一
日
よ
り
町
内
の
嘱
託
員
さ
ん
、
一
こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
の
皆
さ
ま
と
、
一
募
金
を
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
町
内
及
七
一
、
七
一

O
円

一

南

清

水

一

一

、

八

0
0田一

あ
る
い
は
各
事
業
所
署
警
色
協
力
一
準
仕
者
で
あ
る
里
民
各
位
の
探
い
と
ぴ
事
業
毒
装
の
と
お
り
で
あ
り
ま
一
永
町
一
二
、
八
O
O円
一

ニ

一

、

一

一

一

0
0円一

を
お
願
い
い
た
し
、
お
か
げ
が
も
ち
ま
一
環
解
と
C
協
力
の
賜
も
の
と
心
か
ら
感
一
ず
。
し
か
し
記
入
の
な
い
町
内
は
ま
だ
一
一
一
一
一
寸
一
二
五
O
円

一

角

?

?

一

一

寸

二

五

O
円一

し
て
九
月
一
日
現
在
、
白
糠
=
一
二
三
、
一
説
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
一
腹
理
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
重
一
一
一
一
二
、
八
五

O
円

一

一

一

一

一

寸

一

五

O
円一

二
O
O円
弱
し
、
実
何
警
石
一
、
一
こ
れ
ら
の
募
金
は
、
日
赤
血
液
セ
ン
一
ね
て
C
協

力

主

る

よ

う

お

願

い

申

し

四

二

、

四

O
O円
一

コ

一

の

一

一

、

ニ

五

O
同一

。
五
八
円
の
額
に
達
し
一
一
一
四
必
の
好
ァ
タ
l
施
設
の
拡
箔
等
各
種
の
日
赤
事
業
一
あ
げ
ま
す
ρ

一

五

回

、

四

0
0円
一
}
一
一
一
の
ニ
で
四
一

O
四一

一

菜

、

今

回

日

赤

蓄

募

集

室

の

一

六

五

、

8

0
円

一

四

二

、

0

8
円一

一
改
正
が
あ
り
、
今
ま
で
の
募
金
会
話
一
七
三
、
七
五
O
円

一

震

喜

一

一

寸

四

九

O
円一

一
が
三
、

0
0
0円
以

上

と

な

っ

た

方

は

一

八

四

、

二

五

O
円

一

一

一

一

二

百

O
円一一

日

本

赤

十

字

社

よ

り

銀

票

贈

ら

れ

る

一

九

三

、

九

八

O
円
一
際
研
山
望
住
宅
一
三
豆
O
円一

一

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

こ

の

上

望

続

一

十

五

、

主

主

円

一

百

二

、

一

O
Q円一

一
き
に
つ
い
て
は
役
場
に
お
い
で
お
こ
な
一
十
一
二
、
七
三
O
円

一

一

{

一

一

口

九

六

O
円一

一
い
該
当
者
に
お
届
げ
い
た
し
ま
す
。
一
十
一
一
一
一
、
七
C
C一円
一

1

一

一

覇

軍

一

一

年

募

募

金

協

力

地

区

一

士

ニ

四

、

四

O
O円
一

春

一

一

一

二

五

O
円一

一

長

雇

-
9
・
1
号

一

十

四

二

、

九

8
円

一

安

八

二

O
円一

二

郎

区

名

金

額

一

十

五

の

一

弓

一

四

O
円

一

事

王

国

O
円一

の

一

朋

神

町

一

八

、

四

0
0円
一

十

五

の

二

二

、

四

五

O
円

上

宿

一

一

寸

七

8
円一

目

一

二

六

、

O
八
Q
円

亘

書

一

一

ニ

、

四

O
O円
一

審

二

、

一

一

一

八

O
円一

企
一
一
一
一
の
上
二
、
八
六
O
円

二

一

二

、

五

Q
O円
一

一

下

位

協

二

、

六

四

O
円一

同
一
一
一
一
の
下
一
、
九
五
O
円

一

三

四

、

一

0
0円
矢

場

一

、

八

一

σ円一

銭

一

四

一

完

O
O円
一

=

四

一

一

寸

亙

台

円

一

干

拓

主

一

日

一

一

六

ニ

、

四

三

百

円

一

五

一

二

、

}

五

Q
円

一

一

し

一

一

一

松

川

報

国

二

、

一

一

一

O
円一

L
一

七

三

、

五

O
O円
一

一

六

六

、

一

一

一

O
O円
一

一

!

一

八

の

一

一

、

七

五

O
円

一

七

四

、

四

五

O
円

一

松

川

第

一

一

二

δ
0円一

完

一

八

の

二

二

、

二

O
O円
一

八

二

、

八

五

O
円

一

松

川

喜

一

三

一

一

8
円一

九

一

寸

O
C
Q円
一

九

三

、

二

一

二

O
円

一

松

川

共

励

八

八

O
円一

十
一
二
、
二
O
O円
一

十

の

一

三

、

四

三

Q
円

一

松

川

第

二

一

、

ニ

O
O円一

十
一
の
一
三
、
五
0
0円
一
・
十
の
二
一
二
、
七
二
一

O
円

一

成

田

一

二

百

O
円一

十
一
の
二
六
、
四

8
円

一

十

一

の

一

五

、

七

七

O
円

一

大

谷

川

一

二

一

8
円一

一
丁
白
一
の
上
一
二
一

8円
十

一

の

二

三

、

0

8
旦

事

業

所

・

団

体

等

星

募

金

一

一
の
下
回
、
一
員
一
喜
一
一
一
一
、
一
一
一
四
O
円

一

番

号

喜

一

躍

さ

一

二

三

、

七

O
O円
一

二

ニ

、

天

白

一

色

一

一

一

、

8

0
円一

三

二

、

三

Q
O円
一

一

三

二

、

七

五

O
円

一

一

一

一

大

洗

町

立

雨

中

学

校

駒

品

一

同

殿

一

回

二

、

Q
O
O円
一

四

一

、

一

五

O
円

一

一

五

二

、

0
0
0円
一

五

一

、

五

四

Q
円

一

八

8
円一

g

E

E円
一

六

二

、

四

一

白

一

号

室

2
8円一

子

百

一

一

二

、

二

8円
一

七

回

、

一

8円
一

大

震

人

議

一

、

g円一

二

三

、

O
三
O
円

一

八

一

一

一

、

一

一

五

O
円
十
六
品
川
ピ
ー
チ
パ
レ
ス
一
同
殿
一

三

一

、

三

O
O円
一

九

五

、

一

五

O
円

一

八

六

五

円

一

三
三
、
六
五

O
円

十

二

、

九

八

O
円
一
大
貫
郵
便
局
長
一
同
殿
市
δ

O円一

四

二

、

0
0
0円
一

一

十

一

一

、

四

五

O
円
一
常
陽
銀
行
大
洗
交
百
一
同
機
一

一

三

二

百

円

一

十

二

二

二

一

8円
一

一

、

g円一

二
四
、
一
一

.6円
一

塁

一

一

、

九

O
O円
一
商
工
信
組
合
大
型
的
一
躍
一

三
一
二
、
六
O
O円
一

ニ

の

一

一

、

四

8円
一

一

二

ハ

8円一

四
一
一
、
一

O
O円
一

二

の

二

八

O
O円
一

}

一

一

永

井

忠

尚

殿

一

O
、
0
0
0同一

五

三

、

四

O
O円
一

一

一

一

一

二

月

δ
円

一

一

一
一
一
二
一
一
否
円
一
喜
一
ニ
、
六
8
円

賀

高

殿

双

、

0

8
同一

一
九
三
一

δ
円

一

一

一

一

一

、

五

五

O
円

一

等

門

徳

一

殿

て

Q
以
)
回
一

ー
災
害
の
急
報
や
!

町
の
で
き
ご
と
を
速
報

皆
さ
ん
暖
し
御
協
力
で

、

(.4 ) 

語

日
赤
募
金
目
棋

を
上
回
わ
る

三
十
七
万
一

千
円

目

。
司
.月
阪
で
は
町
民
の
各
位
に
対
し
、
火
災
一
願
い
し
、
被
害
を
最
少
阪
に
く
い
止
め
一
昨
年
十
一
一
月
一
日
日
立
製
作
所
と
新
設

g
一
を
は
じ
め
台
風
の
襲
来
、
一
品
潮
、
毅
雨
一
る
た
め
に
極
め
て
重
要
な
任
務
を
果
す
一
契
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
以

年
一
な
ど
の
水
害
そ
の
ほ
か
の
天
災
地
変
な
一
無
線
放
送
艦
設
装
備
の
計
闘
を
た
て
、
一
来
日
製
に
お
い
て
製
作
を
い
そ
い
で
い

2
一
ど
緊
急
事
態
の
発
生
又
は
発
生
の
お
そ
一
昨
年
来
こ
の
実
現
の
た
め
努
力
を
し
て
一
詳
し
た
が
、
去
る
七
月
十
日
テ
ス
ト

4
一
れ
が
あ
る
揚
合
、
い
ち
早
く
急
報
し
、
一
き
ま
し
た
が
、
大
洗
原
子
力
研
究
所
や
一
放
送
も
無
事
に
終
り
、
八
月
米
五
日
開

問
一
泊
財
団
員
を
は
じ
め
大
洗
救
難
所
員
な
一
大
洗
親
光
ク
ラ
ブ
の
絶
大
な
む
支
援
を
一
局
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
放
送
は
災
害
や

昭
一
ど
の
関
箆
告
に
じ
ゅ
ん
速
に
出
動
し
を
お
一
得
て
、
実
現
の
見
通
し
が
つ
き
ま
し
て
一
幾
報
な
ど
の
速
報
の
ほ
か
、
町
か
ら

町
山
川
無
線
放
送
を
開
始
潟

夏
海
地
区

第
七
分
間
火
の
見
憎

第
八
分
団
火
の
見
櫓

第
九
分
間
火
の
見
憎

大
洗
原
子
力
研
究
所
内

大洗ホテル前と第一分団詰所に取付けられた子j局

‘
〉
-
側
目
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i
-
-
s
 

ー
一
刷
出
一
山
~

百
四
時

一
川
国
国
民
健
康
保
険
税
接
選
一
い
仁
レ
ま
す
。

一
め
ら
れ
た
百
的
税
で
、
国
民
健
康
保
険
一
第
三
者
行
為
の

一
響
楽
に
の
み
琵
て
る
税
金
で
す
の
で
、
一
鼠
け
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た

一
も
し
滞
納
が
あ
る
と
皆
様
の
受
診
に
も
一
第
三
煮
付
為
(
交
通
事
故
、
け
ん
か

一
又
、
よ
い
運
営
を
行
う
た
め
に
も
大
変
一
自
殺
未
遂
等
)
の
疾
傷
に
よ
る
と
き
は

一
支
障
を
来
た
し
ま
す
の
で
是
非
完
納
下
一
当
該
者
の
住
所
民
名
、
そ
の
事
実
、
第

一
さ
る
よ
う
お
願
い
レ
手
。
一
コ
著
の
住
所
氏
名
、
状
況
等
キ
誼
ち
に

一
年
々
医
療
貨
が
鋸
ん
で
ゆ
く
折
か
ら
一
町
国
民
健
康
保
険
係
に
届
け
る
様
、
法

一
保
険
税
を
納
め
な
い
で
保
険
を
使
う
と
一
の
改
正
人
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
た
の
で

F
一
い
う
事
は
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
一
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

唯
一
一
に
な
hu
、
腐
と
し
て
も
こ
の
際
盤
理
を
一
療
養
費
に
な
る
場
合
は

ι
一
行
な
い
た
い
と
患
い
ま
す
の
で
一
滞
納
さ
一

E
式
な
手
続
き
で

い
一
れ
て
い
る
方
は
自
主
的
に
完
納
さ
れ
る
一
保
険
証
の
き
か
な
い
医
療
取
扱
機
関

割
問
ょ
う
踊
一
い
ま
す
。
一
(
県
外
、
看
護
及
ぴ
移
送
、
自
由
診
療

な
お
、
納
税
組
合
に
未
加
入
の
方
は
一
一
底
)
に
つ
い
て
は
金
額
を
窓
口
払
と
な

近
く
の
組
合
え
加
入
す
る
よ
う
お
進
め
一

D
ま
す
が
、
正
式
手
続
き
か
一
経
な
い
で

お
互
い
に
助
け
合
う
心
で

滞
納
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

海
也
市
時
光
詮
時

全
線
舗
装
さ
る

実E
II!J 

磯
浜
曲
松
よ
り
大
震
プ
l
ル
ま
で
の
一
き
上
り
、
海
水
浴
の
お
客
さ
ん
か
ら
大

海
惇
道
路
の
舗
装
工
事
は
、
一
昨
昨
年
来
一
変
誓
ば
れ
ま
し
た
。

観
光
道
路
と
じ
て
、
県
の
補
助
を
受
け
一
工
事
費
は
二
百
四
十
四
万
九
千
円
で
一
祝
町

毎
年
実
科
レ

τき
ま
し
た
が
、
最
後
に
一
一
二
分
の
一
に
当
る
八
十
一
万
円
が
燃
費
一

の
こ
さ
れ
た
、
磯
浜
地
民
髭
釜
町
観
光
一
補
助
で
す
。
こ
れ
で
機
提
出
問
松
よ
り
大
一

ホ
テ
ル
下
よ
り
、
大
震
防
寺
袋
町
に
歪
一
貫
プ
1
ル
ま
で
の
海
偉
道
路
は
全
部
鵠
一

る
、
悪
役
五
九
五
米
の
補
装
が
夏
前
に
一
装
さ
れ
、
当
町
観
光
発
展
の
た
め
一
役
一

~
完
成
し
ま
し
た
。
大
賞
工
務
底
が
請
負
一
冷
泉
す
こ
と
に
な
り
手
長
一
松
ケ
丘
住
宅

い

突

貫

工

事

で

海

水

浴

季

節

ま

玄

人

で

一

一

通

防

受
診
し
、
後
に
な
っ
て
療
養
資
支
給
申

請
設
を
取
り
に
来
る
方
が
あ
り
ま
す
が

E
式
手
続
き
を
経
な
い
と
七
割
給
付

〔
還
忍
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
必
ず
函
民
健
康
保
険
係
よ

り
用
紙
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
受
診
し

一持内 て
、参に次 下
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